
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

  
学 校 名 大垣市立赤坂中学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月３日（日）～１１月３０日（土） 

実 施 概 要 ① ３日（日） 中山道宿場まつりへの参加 
                 吹奏楽部による演奏 
         各ブースにおける１・２年生のボランティア活動 
                  商工会から講師を招いての祭りにかかわる１年生の事前学習 
② ７日（木） フリー参観（赤中校区研究発表会を地域にも公開） 
③３０日（土） 赤坂中公表会 
         「赤中人権宣言」にかかわる学年の取組を合唱とともに発表 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
    □自然   ☑歴史   ☑文化   □産業   □その他 
 公開の方法 
    ☑授業公開  ☑成果発表  ☑交流活動  ☑講演会等 

    ☑地域行事等参加  ☑その他 
来 校 者 数 保 護 者 ３４２人

計  ３６４人
地域関係者  ２２人

実 施 状 況 ①中山道宿場まつりへの参加
 オープニングセレモニーでは吹奏楽部がファンファーレなどの演奏を行った。また、１・２

年生全員が手分けをして、地元商店の物産市、風船や苗のプレゼント、スタンプラリーなどのボ

ランティア活動をするとともに、「ゴミバスター」も行った。さらに、１年生６名が昼飯大塚古

墳の埴輪設置式に、３年生２名が姫行列にそれぞれ参加した。 
②フリー参観 
 赤坂中校区研究発表会の公開授業（午前・午後 １時間ずつ）を、フリー参観として保護者

にも公開した。学校評議員、保護者、地域で約１３０名の来校者があり、学習活動を参観された。

③赤坂中公表会 
 大垣市民会館にて保護者や地域の方を招いて実施した。昨年度、制定された「赤中人権宣言」

にかかわる取組と共に学年合唱を発表したり、生徒会による発表を聞いたりした。また、本校卒

業生が中心となって活動しているフルート・アンサンブル「ラテルネ」の演奏を鑑賞した。 
成果及び課題 ①中山道宿場まつり 

  ○講師を招いての事前学習により、１年生は地域の歴史や先人に対する興味関心が高まり、

当日の活動意欲につながった。 
  ○相手の立場に立って対応したり、進んで声かけやゴミ拾いをしたりした生徒の姿に対し、関

係者から感謝やお褒めの言葉を頂戴した。 
 ◆生徒の意識を高めるためにも、活動内容についてさらに具体的に打合せ、指導に生かす必要

がある。 
②フリー参観 
  ○生徒どうしのかかわりを大切にした学習活動を積み重ね、公開したことにより、仲間のよさ

や自分の伸びに気付く生徒の姿を、大勢の方に見ていただくことができた。 
 ◆こうした授業参観は保護者への説明責任を果たす場として意義があるので、開催の時期や曜

日に留意して参加者を増やし、学校評価との一体化も進めたい。 
③赤坂中公表会 
 ○大勢の参観者を前にしてステージに上がり、緊張感のある合唱の発表をして、達成感や成

就感を味わうことができた。そして、他学年の発表を聞き、互いのよさを認め合うことが

できた。また、生徒会の提言や、芸術鑑賞のゲストの話から、日頃から自分に納得のいく

生活をすることや、夢や希望をもって一歩一歩進むことについて、その大切さを学ぶこと

ができた。 
 ○保護者、地域の方からは「立派な会だった」「合唱に向かう生徒の真剣な表情がよかった」

など、お褒めいただいた。 
 ◆ねらいや時期、場所について計画を練り直し、来年度に臨みたい。 

 


